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∪N Women日 本事務所の働きかけに応 じ、2011年に日本政府から

アフガニスタンにおける「女性に対する暴力の拡大防止」のために、

450万米 ドル (およそ 4億 5千万円)の資金援助をいただきました。

これにより、女性に対する暴力撤廃のためのアフガニスタン政府委員

会への支援事業を通 じて暴力の被害者へのシェルター提供や女性に対

する暴力についての周知・啓発活動を行つています。
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∪N Women日 本事務所には二つの大きな目的が|あ ります:第二
は、

∪N Womenと 日本政府や民間部門とあパ■|ド チ■シジ
ー
プを

―
構築し、

日本からの支援を UN Women本部を通 じて
―
世界申の女性

―
のた|めの
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能力を発揮できる世の中ということです。男性も

性別による役割分担に縛られず、家族や地域菫
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